
漢字の背後に潜む「戦場の景色」：『寇す』と『攻む』の峻別 

1. はじめに：言葉から立ち上がる「戦場」の空気感 

新任の軍師である貴殿に、まず授けたい知恵がある。それは「史料に刻まれた一文字の重

み」を嗅ぎ分ける力だ。我々が古典を開くとき、そこには単なる記録ではなく、当時の血の

通った戦場が封じ込められている。特に、敵の動向を示す「寇（こう）す」と「攻（せ）

む」の二語。これらを「攻撃」という一括りの概念で片付けてはならない。 

● 「境界を越えて荒らし回る空気」 ……北方の地平から立ち上る砂塵と、不意に訪れ

る略奪者の蹄の音。 

● 「城壁を物理的に崩そうとする空気」 ……巨石が唸りを上げ、巨大な衝車が城門を

叩き、時間が凝縮される重苦しい包囲の気配。この二つの言葉を使い分けられるよ

うになったとき、貴殿の脳内では無機質な文字列が鮮明な「戦術マップ」へと変貌

するだろう。まずは、国境という名の皮膜を切り裂く「侵入者」の影、すなわち

「寇す」の本質から説き明かしていこう。 

2. 「寇（こう）す」：境界を侵し、平穏をかき乱す「侵入者」の影 

「寇す（あたこーす）」という文字が史料に躍るとき、それは**「正当な境界の侵犯」 と 

「攪乱」**を意味する。この言葉の主な主体となるのは、突厥（とっけつ）や稽胡（けい

こ）、あるいは辺境を騒がす梁師都（りょうしと）や薛擧（せつきょ）といった勢力だ。彼

らの動きは、地図上では「辺境の水平的な圧力」として描かれる。万里の長城沿いや、霊

州、延州といった北辺の境界線を越え、定住や支配よりも「物資の強奪」を目的に、風のよ

うに現れては消える。 

「寇す」が描く3つの具体的場面 

● 国境の侵犯（フロンティアへの重圧）  霊州や延州、あるいは富平といった境界の

地に、突厥の数千騎を引き連れた梁師都や、稽胡の軍勢が足を踏み入れる情景だ。

これは拠点への「点」の攻撃ではなく、国境線という「面」全体にプレッシャーを

かける動きである。 

● 略奪と誘拐（成果の強奪）  「寇す」の目的は多くの場合、物資の掠奪にある。突

厥が涼州を「寇」した際には、男女数千人を一気に掠（かす）めて去ったと記され

ている。そこにあるのは「占領」の意志ではなく、生活の基盤を根こそぎ奪い去る

という機動的な恐怖だ。 

● 偵察と挑発（寇を嘗みしむ）  本格的な会戦の前、敵の出方を探る際にもこの語は

選ばれる。斉王・李元吉が張達に命じた**「寇を嘗（こころ）みしむ」**（寇を試

みしむ）というエピソードが象徴的だ。わずか百人の歩兵を敵地に放り込み、あえ

て「侵入」させることで敵の反応を計る――これは戦略的な偵察というより、人命

を賭した無謀な挑発の情景である。「寇す」は、いわば領土を外側から切り裂く刃

の閃きだ。対して、その刃が特定の「急所」に突き立てられたとき、言葉はより重

く、物理的な響きを帯び始める。 



3. 「攻（せ）む」：巨大な壁を打ち砕き、拠点を奪う「征服者」の鉄槌 

「攻む」という言葉が選ばれるとき、戦場の焦点は広大な境界線から、**「特定の急所

（城・門・砦）」へと垂直に突き刺さる。これはもはや「乱入」ではない。その拠点を物

理的に破壊し、支配権を完全に奪い取ろうとする「征服」の宣言である。「攻む」には、

膨大な「時間と資源の投入」**が不可欠だ。巨大な城壁の前に整列する軍勢、そして木材の

軋む音が響く攻城兵器の準備。そこには腰を据えた覚悟が漂う。 

「攻む」を象徴する緊迫の情景 

「攻具を成して然る後進まん」  （衝車や梯子などの攻城兵器を完成させてから、ようや

く進軍を開始する）「攻む」の背後には、常に以下のような「重量感」のあるプロセスが存

在する。 

● 物理的突破（門の破壊）  王世充が洛陽の「太陽門」や「含嘉門」などの特定の門

を力ずくで突破しようとする際、それは「侵入」ではなく、鉄と石に対する「粉

砕」として描かれる。衝車（城門を破る車）が門扉を叩く鈍い轟音が聞こえるはず

だ。 

● 長期包囲（時間の磨り潰し）  李神通が聊城を「攻めた」際には、敵が飢餓に陥る

まで徹底的に包囲し続けている。宇文化及が魏州を攻めた際には「四旬（40日

間）」という月日が費やされた。「攻む」とは、物理的な破壊のみならず、相手の

生命線そのものを断つ粘り強い軍事行動なのだ。 

● 攻城兵器の存在（技術の投入）  「梯子（はしご）」が石壁を噛む音、兵士たちの

怒号。特定のポイントを攻略するために用意されたこれら「攻具」の存在こそが、

「攻む」という行為の視覚的象徴である。「寇す」が境界を揺らす砂嵐であるなら

ば、「攻む」は城壁を粉砕する鉄槌だ。この二つの概念を、軍師としての視点で比

較整理してみよう。 

4. 一目でわかる比較：状況・主体・目的のトータルデザイン 

軍師として、報告書に記された一文字から戦況を「理解可能（grokkable）」にするための

比較表を以下に記す。| 比較項目 | 寇（こう）す | 攻（せ）む || ------ | ------ | -

----- || 言葉の本質 | 侵入・攪乱・掠奪 | 陥落・粉砕・奪取 || 主なターゲット | 

州・県（広範な辺境領土） | 城・門・砦（文明の結節点） || 主要な主体 | 突厥、稽胡、

梁師都などの群雄 | 城を奪い、支配を望む軍勢全般 || 代表的な情景 | 境界を越え、砂塵

を上げて去る | 城壁の前に陣を敷き、兵器を組む || 地理的性格 | 水平移動 （フロンテ

ィアの侵犯） | 垂直打撃 （中枢ノードへの一撃） || 手段・道具 | 騎馬の機動力、少数

の偵察 | 攻具（衝車、梯子）、長期包囲 | 

歴史を読み解く「軍師の知恵」：報告書をどう読むか 

戦場からの伝令が、どの言葉を使っているかで貴殿の下すべき判断は決まる。 

● 「敵が『寇』した」という報告を受けたなら ： パニックに陥る必要はない。敵の

目的は食糧、資材、あるいは示威行動だ。直ちに**「穀物庫を固め、畜類を避難さ

せよ」**と命じるべきである。国はすぐには滅びない。 



● 「敵が『攻』めた」という報告を受けたなら ： 事態は深刻だ。王朝の命運が懸か

っている。直ちに**「全軍を招集し、籠城の準備、あるいは後方からの援護を急

げ」**。その門が落ちれば、支配の歴史が塗り替わることになる。 

5. 発展：さらに解像度を上げる周辺語彙の理解 

「寇す」と「攻む」の核心を掴んだ貴殿に、戦場の映像をさらに鮮明にする周辺語彙を伝授

しよう。 

● 「抄掠（しょうりゃく）」：略奪の「結果」という家事  「寇す」が侵入という

「動作」であるのに対し、「抄掠」は奪い取った結果の「物理的な重み」に焦点を

当てる。史料には、奪った米や野菜、農具などを背負って（負担して）自陣へ持ち

帰る「抄者」の姿が描かれている。これは華々しい合戦というより、日常の糧を奪

う「家事としての略奪」という、生々しい景色を映し出している。 

● 「襲う（おそう）」：静寂を破る「不意打ち」の速度  「攻む」が正面突破の重厚

な破壊なら、「襲う」は夜間（三鼓）や黎明を突く機動戦だ。敵が「まだ遠くにい

る」と油断している背後を、倍速の進軍で突く。そこにあるのは、重厚な攻城兵器

ではなく、暗闇の中を疾駆する刃のスピード感である。 

6. おわりに：言葉の背後にある「状況の空気感」を掴む 

「寇す」と「攻む」。 たった一文字の選択の中に、当時の人々が肌で感じていた恐怖の

質、そして軍師たちが抱いていた野心の形が凝縮されている。境界が侵される際の不穏な空

気、そして城壁が砕かれる際の凄まじい轟音。言葉の違いに敏感になることは、歴史上の人

物たちが直面していた「状況の正体」を掴むことに他ならない。次に貴殿が歴史書を開いた

とき、文字はもはや平面の記号ではなくなっているはずだ。行間から砂埃が舞い、城壁のき

しむ音が聞こえ、重たい米袋を背負う兵士の息遣いが立ち上がる。言葉が鮮明な景色へと変

わるその魔法のような体験こそ、歴史を学ぶ真の醍醐味なのである。 

 


